
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

国分寺市家庭教育支援チーム 

 （呼称：子育て支援の場小さな森Ⅰ） 

 URL：kaneko.pcsf@nifty.com 

 

②活動拠点 国分寺市東元町 1－29－20 平安神社 

③活動範囲 国分寺市全域、小平市、小金井市 

④組織体制 

 

  ２４ 人 

０～６歳児とそのお母さん、 

代表者（おもちゃコンサルタント、保育士、プレイセンタースーパーバイザ

ー、カウンセラー）、元幼稚園教諭 1 人、保育士１０人、カウンセラー2 人、 

プレイセンタースーパーバイザー2 人 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表者 渡辺金子 

（TEL）042-324-5777   （E-mail）kaneko.pcsf@niftey.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（毎月第 4 火曜日に、子育て講座、子育て相談を行なっている） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

mailto:kaneko.pcsf@nifty.com


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・小さな森Ⅰはニュージーランドのプレイセンター（幼児教育の場として幼稚

園、保育園と同じく国が認めている場、子育ては育てる側が先ず育つ，とい

う考え方から、保護者一母、父、祖父母等と通って来て、豊かな遊び-遊び

は学びという理論に基づいて活動している場）を見学して、そこの子供達の

様子に感動し、平成 20 年 6 月に自宅を開放して、代表者が始めたのがきっ

かけである。 

・活動の 3 本柱①豊かな遊びの提供。②子育てについて学ぶ。③メンバー

みんなで協力運営を中心に行う。地域の農家の協力で、さつまいも掘り、ブ

ルーベリー摘み、みかん狩り等を毎年体験させてもらっている。 

・他におもちゃの広場（子供の成長に良いと言われている木製の玩具を地

域の皆さんにも提供）、同じく与え方等を伝えるプチ講座も行う。 

・正月遊びの羽子板等，日本の季節の遊びを伝える。 

・室内と外遊びの両方をバランス良く提供することに留意している。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・子供達は、幼稚園へ行く年齢になると、小さな森を卒室するが，皆学んだ

ことをずっと実行して、お友達の下のお子さんを預かったりして、地域の方と

つながっている。お友達を家に呼んで遊ばせたり，相手の家へ行ったりする

関係が先の農家とのつながりを築いた。“子育てが安心”という声が聞こえ

るようになってきている。子育て支援は、地域支援へと成長してくれたらと願

い、少しずつ実現できている。 

・学校への登校を渋った子が，小さな森Ⅰで知り合った友達と一緒に登校し

た事例もあった。この活動を通じて，友達や地域社会への信頼感を育むこと

ができている。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


